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なら例外なく経験するであろう必然的なものだ、ということである（Williams 1973,  p. 83）。













































































































































































的な出来事の生起にのみ存する（Parfit 1984,  p. 211）。
⑼　人格は存在するが、われわれは「人格が存在する」と主張しなくても現実について完全




要ではない（事例「わたしの分割」Parfit 1984,  pp. 254－255 参照）。パーフィットにとって重
要なのは、現在のわたしと将来の誰かとの間に「同一性」という一対一対応の関係が成立して
いるということよりも、「現在のわたしと関係Ｒ（心理的連続性と／あるいは心理的継続性　
psychological connectedness and /or psychological continuity9））をもった誰かが、将来生きてい
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